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◆ごあいさつ (会長
(那覇市保健所

・佐久本 武)
生活衛生課長 岸本 敦)

宮古島:与那覇前浜ビーチ
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◆九州ブロック大会開催

◇各支部活動(南支部)
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3P

4P
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6P

◆釣ってきたその魚本当に食べて大丈夫 ?

◆令和 5年度―・…・……・……Ⅲ……・

厚生労働大臣表彰

日本食品衛生協会会長表彰

日本食品衛生協会理事長表彰

厚生労働省医薬・生活衛生局長表彰
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(】陪5支吉呂)

(那覇支部)・

(宮古支部 )

(中部支部)・

(八重山支部)



第」9号 ◎ 食脇ウチナー 令和 6年 11月 (2)

会
長
あ
い
き
つ

一
般
社
圏
法
人
沖
縄
県
谷
品
衛
生
協
会

会
長

佐
久
本
　
　
式

ヽ

ヽ
Ｖヽ

F｀
・・ 押́ベ

本
年

７
月
、
十
年
ぶ
り
に
沖

縄
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
第

６５
回
公
益
社
団
法
人
日
本
食

品
衛
生
協
会
九
州
プ

ロ
ッ
ク

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
関
係
各
位
と
実

行
委
員
会

に
か
集
さ
れ
た
皆

様

の
御
協
力
と
献
身
的
な
活

動
に
よ
り
、
成
功
裏
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実
行
委

員
長
と
し
て
衷
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
大
変
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
に
は
、
鵜
飼
日

食
協
理
事
長
を
は
じ
め
、
九
州

各
県

の
皆
様
方

か
ら
讃
し
て

も
ら
い
ま
し
た
こ
と
も
併

せ

て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
２
０
２
０
年
か
ら
食

品
衛
生
管
理

の
国
際
基
準

で

あ
る

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
よ
る
衛

生
管
理
が
す

べ
て
の
食

品
等

事
業
者

を
対
象

に
義
務

化

・

制
度
化
さ
れ
、
３
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
未
だ
、
小
規
模
事
業

所
ま
で
こ
の
制
度
化
が
行
き

渡

っ
て
い
る
状
況
と
は
言
え

ず
、
Ｈ
Ａ
ｃ
ｃ
Ｐ
義
務
化
に
向

け
て
沖
縄
県
内

の
食
品
事
業

者

へ
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
普
及

推
進
を
行
政
と
我

々
食
品
衛

生
協
会

が

一
体
と
な

っ
て
取

組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

食
品
営
業
者
は
、
食
品
安
全

体
制
の
構
築
に
向
け
て
、
食
品

衛
生
法

の
遵
守

の
徹
底
を
図

る
と
と
も
に
、
行
政
の
皆
様
と

車

の
両
輪

の
ご
と
く
連
携

を

密

に
し
て
各
種
事
業

に
積
極

的

に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
消
費
者
が
安
心

し
て
食
事
を
楽
し
め
る
環
境

の
構
築
に
向
け
て
、
今

一
度
、

業
界
全
体
で

一
致
団
結
し
て
、

こ
の
環
境

の
変
化
に
対
応
し

て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
も
沖
縄
県
食
品
衛
生

協
会

の
益

々
の
発
展
の
た
め
、

特
様
方
の
格
別
の
ご
協
力
と
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
私
の
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
あ

い
き

つ

(・鸞
'

邦
覇
市
保
健
所
　
生
活
衛
生
課
課
長

岸
本
　
　
致

一
般
社

団
法
人
沖
縄
県
食

品
衛
生
協
会
は
、
昭
和
五
十
八

年

の
設
立
を
機

に
そ
の
後
六

支
部
が
順
次
設
立
さ
れ
て
以

来
今
日
ま
で
、
沖
縄
県
民
を
は

じ
め
観
光

に
訪
れ
る
方

々
の

食

の
安
全

。
安
心
を
確
保
す

る
た
め
各
種
事
業

の
普

及

・

推
進
を
図

っ
て
お
ら
れ
ま
す

こ
と
に
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
感
謝
中
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
令
和
六
年

の
今

年

は
、
十
年
ぶ
り
の
九
州
ブ

ロ
ッ

ク
大
会
が
本
県
で
開
催
さ
れ
、

再
び
成
功

を
成
し
遂
げ

た

こ

と
に
心
か
ら
お
祝

い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
那
覇
市
保
健
所
は
、

平
成

二
十
五
年

の
中
核
市
移

行
か
ら
十
年
を
経
過
し
、
よ
り

地
域
に
密
着
し
た
食
品
衛
生

の
確
保
に
お

い
て
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

食
品
衛
生
行
政

に
お
き
ま

し
て
は
、
食
品
の
衛
生
規
格
基

準
等
が
厚
生
労
働
省
か
ら
消

費
者
庁

に
移
管
さ
れ
る
等
食

品
衛
生

の
科
学
的
な
安
全

の

確
保
に
向
け
て
取
り
組

み
が

強
化
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
市

内
食
品
等
事
業
者

に
対
し
令

和
元
年
度
か
ら
貴
協
会
と
と

も
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿

っ
た
衛
生

管
理
制
度

の
導

入
及
び
普
及

に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
初
の
日

標
は
達
成

で
き
た
も

の
と
認

識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
更

な
る
取
り
組
み
と
し
て
、
令
和

二
年
度
か
ら
は
基
該
制
度

の

実
施
を
検
証
す

る
事
業
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
困

鄭
な
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

対
策
を
構
築
す

る
た
め
貴
協

会
と

の
連
携

が
必
要
不
可
欠

と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
佐
久
本
武
会
長

を
筆
頭
に
会
員

の
皆
様

に
対

し
、
沖
縄
県
及
び
本
市
の
食
品

衛
生
行
政

へ
の
益

々
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
食
品
衛

生

の
維
持
向
上
に
努
め
て
下

さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



第 19号(3)令 和 6年 11月

沖
縄
県
で
憎
年
ぶ
・，
０
九
州
ブ
ロ
ツ
ク
大
会
開
催

令
和
６
年
７
月
１８
日

（木
）
沖
縄
コ
ン
ベ
　
　
日
本
食
品
衛
生
協
会
理
事
長
の
挨
拶

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
第
６５
回

（公
　
の
後
、
厚
生
労
働
省
健
康
・
生
活
衛
生
局

社
）
日
本
食
品
衛
生
協
会
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
　
長
表
彰
が
あ
り
、
食
品
衛
生
の
向
上
に
貢

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

献
の
あ

っ
た
方
々
１４
名
を
代
表
し
て
沖

縄
県
食
品
衛
生
協
会
八
重
山
支
郡
の
奥

平
幸
司
氏

へ
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
沖
縄
県
食
品
衛
生
協
会
か
ら
は
、
城

間
れ
い
子
氏
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
の
厚
生
労
働
省
健
康

・

生
活
衛
生
局
長
、
沖
縄
県
知
事
、
宜
野
湾

市
長
等
か
ら
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
後

に
、
特
別
講
演
、
食
品
衛
生
指
導
員
体
験

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

次
期
開
催
地
の
福
岡
市
支
部
長
よ
り

挨
拶
が
あ
り
、
盛
会
の
う
ち
に
大
会
の

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
に
先
立
ち
１７
日

（水
）
に

は
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
那
覇
に
て
指
導

員
郡
会
長
会
議
、
事
務
局
会
議
、
連
絡
協

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
九
州
各
県

の
指
導
員
部
会
長
、
事
務
局
長
、
会
長
が

一
同
に
会
し
、
様
々
な
議
題
を
熱
心
に

討
議
し
ま
し
た
。
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令和 6年 11月  (4)第 19号

汎

翻
翻
騒

躍
観
箕

令
和
６
年
６
月
１０
日

「小
川
保
育
園
」
に

て
手
洗
い
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

「手
あ
ら
い
の
う
た
」
で
楽
し
く
手
洗
い

♪
み
ん
な
上
手
に
手
洗
い
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
Ｉ

令
和
６
年
８
月
１
日

「指
導
員
研
修
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

指
導
員
部
会
長
の
仲
本
明
さ
ん
に
よ
る

「Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
」
の
講
話
か
ら
始

ま
り
、
指
導
員

へ
事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行

っ
た

「日
頃
の
巡
回
指
導
で
疑
間
に
思
っ

て
い
る
こ
と
」
に
つ
い
て
、
宮
城
健
専
務
に

よ
る
回
答
と
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
も
多
く
の
質
問
が
飛
び
交
い
、
と
て

も
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

南
　
支
　
部

耳ヒ

部
　
支
　
部

今
年
も
１
月
の
本
部
町

・
名
護
市

・

今
帰
仁
村
の
桜
祭
り
を
皮
切
り
に
、
出

店

・
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
、
数
多
く
の
飲

食
店
が
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。
北
部
支
部
で
は
催
し
の
規
模
に
応
じ

て
、
定
例
会
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
を
活
用
し
、

指
導
員
に
よ
る
連
携
を
図
り
、
巡
回
指

導
を
行

っ
て
か
り
ま
し
た
。
本
年
度
は
、

通
常
の
指
導
に
加
え
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
準

じ
た
項
目
も
増
え
、
よ
り

一
層
の
衛
生

管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

営
業
者
様
か
ら
の
質
問
等
に
対
応
す
る

為
、
我
々
指
導
員
と
し
て
も
、
益
々
知
識

を
蓄
え
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
意
識

を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

７
月
に
は
日
本
食
品
衛
生
協
会

・
九

州
支
部
ブ

ロ
ツ
ク
大
会
が
、
宜
野
湾
市

の
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
北
部
支
部
か
ら
も

打
ち
合
わ
せ
等
か
ら
関
わ
り
多
く
の
指

導
員
が
参
加
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
本
年
度
も
食
品
衛
生
調
査

指
導
目
標

（６
４
０
件
）
を
達
成
し
、
北

部
支
部
管
内

の
食

の
安
心

・
安
全
と

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
普
及

・
促
進
を
強
化
し

て
行
き
ま
す
―



(5)令 和 6年 11月 第 19号

令
和
６
年
８
月
１
日
～
３‐
日
ま
で
の

食
品
衛
生
月
間
行
事

の

一
環
と
し
て
、

８
月
１
日
に

「令
和
６
年
度
食
品
衛
生

月
間
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
５
年
振
り
に
、

那
覇
市
保
健
所

。
盆

社
）
沖
縄
県
食
品

衛
生
協
会
那
覇
支
部
合
同
で

「那
覇
市

第

一
牧
志
公
設
市
場
」
に
て
開
催
し
ま

し
た
。

開

０
口
▼
●

セ
レ
モ
ニ
ー
後
は
、
食
品
衛
生
監
視

及
び
食
中
毒
予
防
の
チ
ラ
シ
配
布
等
を

行
う
ほ
か
、
公
設
市
場
の
入
口
に
手
洗

い
教
室
を
設
置
し
、
通
行
人
に
手
洗
い

指
導
な
ど
行
う
こ
と
に
よ
り
、
食
品
衛

生
月
間
の
趣
旨
を
広
く
市
民
に
啓
発
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

月

逸
導
Ｌ
一

建

督

那

覇

支

部

宮

古

支

部

斡
動
穆
録

２
０
２
４
年
度
公
甲
和
６
年
）
の
食
品
衛

生
協
会
宮
古
支
部
の
活
動
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。今
年
度
も
引
き
続
き
、食
品

衛
生
の
向
上
と
安
全
確
保
を
目
指
し
、
各

種
取
り
組
み
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。

今
年
の
夏
、
宮
古
島
に
お
け
る
多
く

の
野
外
イ
ベ
ン
ト
に
て
食
品
衛
生
の
巡

回
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。特
に
、
夏
季

は
高
温
多
湿
な
気
候
に
よ
り
食
品
の
取

り
扱
い
に
お
け
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
た

め
、
各
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
適
切
な
衛
生

管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
、指

導
を
行
い
ま
し
た
。
ン」
れ
ら
巡
回
指
導
に

よ
り
、第
１
四
半
期
と
第
２
四
半
期
の
合

計
で
今
年
度
の
目
標
件
数
の
半
数
を
す

で
に
達
成
し
、
引
き
続
き
目
標
達
成
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
８
月
の
食
品
衛
生
月
間

に
伴
い
、
宮
古
保
健
所
と
協
力
し
、
食
品

衛
生
思
想
の
普
及
啓
発
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
８
月
１４
日
に
サ

ン
エ
ー
シ
ョ
ツ
ピ
ン
グ
タ
ウ
ン
宮
古
で

実
施
し
、
宮
古
保
健
所
や
食
品
衛
生
指
導

員
が
参
加
し
、
食
中
毒
予
防
の
チ
ラ
シ
配

布
等
を
通
し
て
、
県
民
に
食
品
衛
生
の
重

要
性
を
広
く
呼
び
か
け
ま
し
た
。

主
な
活
動
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す

。
場
所

中
サ
ン
エ
ー
シ
ョ
ツ
ピ
ン
グ
タ

ウ
ン
宮
古

ｏ
日
時

中
令
和
６
年
８
月
１４
日

（水
）

午
後
４
時
～
５
時

・
内
容

中
食
中
毒
予
防
チ
ラ
シ
の
配
布

（１
０
０
部
）
、
食
品
衛
生
に
関
す
る

啓
発
活
動

こ
の
活
動
は
、

県
内
外
か
ら
訪
れ

る
多
く
の
観
光
客

に
対
し
て
も
食
品

衛
生
の
意
識
を
高

め
、
島
全
体
の
安

全
性
を
確
保
す
る

重
要
な
取
り
組
み

と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
県
民

と
と
も
に
安
全
で

安
心
な
食
環
境
を

守
る
た
め
、
宮
古

支
部

一
同
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
食

品
衛
生
の
推
進
に

ご
協
力
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と

ご
理
解
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

二 月 間 (3月 IB～ 3月 3■ 爾
夏 ネ ′ 含 十 轟 に ご 用 ど ど

● (〒 社 )沖 健 員 を 品 衛 虫 協 会卜守 昔 史謝撃 書 と 拝 健 冴
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季

令
和
五
年
度
は
コ
ロ
ナ
感
染
流
行
の

中
で
大
臣
賞
の
受
賞
を
受
け
た
方
が
二

人
、
今
年
も

一
人
で
、
例
年
で
あ
れ
ば

一

人
ず

つ
祝
賀
会
を
開
催
す
る
と
こ
ろ
で

す
が
そ
れ
も
叶
わ
ず
合
同
で
祝
賀
会
を

開
催
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
ン」
の
様

に
合
同
で
開
催
出
来
る
事
は
幸
い
と
思

い
ま
す
。
〓
一月
五
日
午
後
六
時
か
ら
二

ホ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
セ
ン
タ
Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
宜
野
湾

地
区
指
導
員
宮
里
朗

・
う
る
ま
地
区
指

導
員
照
屋
和
子

・
う
る
ま
地
区
指
導
員

安
田
泰
治
、
宮
里
氏
は
家
業
の
み
や
ざ

と
製
菓
を
営
み
な
が
ら
宜
野
湾
地
区
地

区
長

・
中
部
支
部
理
事

・
県
本
部
理
事

を
務
め
常
に
先
頭
に
立
ち
後
進
の
育
成

を
行
い
、
地
域
の
商
工
会
で
も
活
躍
し

て
お
り
ま
す
。
照
屋
氏
は
う
る
ま
市
春

日
観
光
ホ
テ
ル
の
副
社
長
を
務
め
な
が

ら
う
る
ま
地
区
で
巡
回
指
導
も
活
発
に

行
い
支
部
に
置
い
て
は
共
済
部
会
委
員

で
活
躍
を
し
て
お
り
ま
す
。
安
田
氏
は

家
業
の
泰
石
酒
造
に
お
い
て
沖
縄
で
唯

一
の
日
本
酒
の
製
造
を
行
い
な
が
ら
う

る
ま
地
区
で
巡
回
指
導
を
行
い
地
区
で

の
会
計
を
務
め
支
部
に
置
い
て
は
広
報

部
会
委
員
と
理
事
も
務
め
て
お
り
ま
す
。

各
自
、
自
身
の
勤
め
を
果
た
し
な
が

ら
食
品
衛
生
指
導
員
を
し
、
地
域
に
お

い
て
信
頼
を
得
る
こ
と
で
食
品
衛
生

の
普
及
に
貢
献
が
認
め
ら
れ
、
今
日
の

受
賞
は
本
支
部

の
食
品
衛
生
指
導
員

に
と

っ
て
も
大
変
栄
誉
な
事
で
す
。
ア」

れ
か
ら
も
益

々
活
躍
さ
れ
る
事
を
願

い
ま
す
。

中

部

支

部

毯
離
譲
ゴ望
酔
士
馳
鈴

己二】中Ｈ

発
刊

請
爾

塞

一
般
社
団
法
人
沖
縄
県
食
品
衛
生
協
会
八
重
山
支
部
は
昭
和
五
十
八
年
六
月
三

十
日
に
設
立
し
、
令
和
五
年
に
設
立
四
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
四
十
周
年
を
記
念

し
て
式
典
及
び
記
念
祝
賀
会
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
歴
代
支
部
長
や
創

立
以
来
の
会
員
で
あ
る
事
業
者
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

四
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
会
員
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
大
会
を
行
い

大
勢
の
会
員
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
盛
り
上
が
る
大
会
で
し
た
。

ま
た
今
ま
で
の
歩
み
の
記
録
を
兼
ね
、
四
十
周
年
記
念
誌
を
発
刊
い
た
し
ま
し
た
。

▲支部役員紹介する場面

▲設立40周年記念事業 会員親睦グラウンド・ゴルフ大会

八支d.主

法人 沖琵
県

八

重

山

支

部

ウンド・
40

ょi40畑■

記念龍

・机 1

▲永年会員感謝状贈呈
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釣つてき|

本当に食べ

ンガテラとは、熱帯・亜熱帯のサンゴ礁の周辺に生息する魚によつて起こる食中毒の総称です。

食中毒の原因はシガトキシンなどの天然毒です。シガトキシンは、海車などに付着する渦鞭毛藻

(うずべんもうそう)と呼ばれる微細藻の一種によつて生産され、その微細藻を魚介類が食べ、

食物運鎖によつて魚の毒化が起こります。           憤料:沖縄県HP「シガテラ食中毒」より抜粋】

ンガテラ平防の注意点

01 冷凍保存すると
毒はなくなる

臣罰】機が解
シガトキンンは

魚種や魚の大きさが不確

かな場合は、シガテラ予

防のためにも、食べない

ようにしましょう!

冷凍保存前と保存後の毒量比較
(lMU=20gの雄マウスを24時間で死亡させる毒量 )

魚種 冷凍保存期間 保存前と保存後の毒量変化

アカマダラハタ 15ケ 月 13MU/g(保存前)→¬3MU/g(保存後)

イッテンフエダイ 1年 5MU/g(保存前)→ 6,7MU/g(保 存後)

シ ケ周 16.5MU/9(保 存前)→ 19MU/g(保存後) ナガジューミーバイ

⑧盈 痩せた魚は有毒である

圧孟】塞忌なa:痩
せた魚の間に、

12

10
■ 無毒

■有毒
8

体
重
a

4

0
４ ０

糠

80
バラフエダイ

鰺島
胸ぴれを逆に曲げたとき、それが
回の先より飛び出る魚は有毒である

圧電調明確な差は見られない。
B/A値の比較

パラフエダイ イツテンフエダイ ′fラ′ヽ,
有毒魚 0.65～ 1.05(平均0,84) 0.62～ Ot9 6(平均0。 74) 0.59～ 0.64(平均0.62)

ンガテラに関する言い伝えの検証

無毒魚 0.69～ 1.00(平 均 0.83) 0.63～ 1,00(平均0.62)| 0.47～ 0.75(平均0.64)

県内でンガテラ食中毒が多発しています I
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令和 5年 度

厚生労働大臣表彰

安田泰治
(中部支部)

興那嶺 勝
(北部支言日)

日本食品衛生協会会長表彰

新盛 和枝
(八重山支部)

仲元 清
(中部支部)

高江洲 昌巳
(那覇支部)

外間喜仁
(南支部)

典那国英雄
(八重山支部)

大城 武
(南支部)

日本食品衛生協会会長表彰

多田雪宏
(中央食肉衛生検査所)

高木 祐司
(中央食肉衛生検査所)

宜保 公子
(中央食肉衛生検査所南部保健所)

日本食品衛生協会理事長表彰

渡慶玖 孝子
(中部支部 )

松原香代子
(八重山支部)

米須 敬
(那覇支部)

砂川 昭範
(宮古支部)

厚生労働省医薬・生活衛生局長表彰 奪峰

伊波 幸美
(中部支部)

安慶名 恵津子
(中部支部)

食品衛生功労者

食品衛生功労者′

食品衛生行政担当者

食品衛生指導員


